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学びの役割 
 
１．教育を考える一言 
「『学ぶ』ことは遊ぶこと、『遊ぶ』ことは学ぶこと」 
 
２．背景 
 これは、50 年もの長きにわたり、兵庫県の私立灘中学校・高等学校で国語の教師を務められた
橋本武先生のお言葉です。生徒たちはなかなか「遊ぶ」という行為と「学ぶ」という行為を結び
つけて考えることができません。教師はこの生徒たちにのしかかる「学ぶ」という義務を、「遊ぶ」
という気持ちに切り替えてあげる必要がある、と橋本先生は説きます。一見、授業の内容に直接
関係のない事柄でも、いくらでも話題を広げ、学びにつなげることが可能なのです。 
これは当時教育実習中で、授業の進め方に悩んで行き詰まっていた私にとって、目の前の道が
開けるような考えでした。なぜなら、私自身に学び＝遊びという考えがなかったからです。教え
る側が楽しむ気持ちで授業を行わないと、生徒たちにその教科の楽しさ、奥深さといったものは
伝わらないということを痛感しました。 
 
３．考察 
 多くの中高生にとっての悩みの種、その 1 つにはやはり受験が挙げられると思います。生徒た
ちの関心は、自身が面白いと感じる内容よりも、テストに出る、受験に役立つといった知識に偏
りがちです。私の出身校もそうでした。高校 3 年生の頃を振り返ると、とにかく受験に受かるテ
クニックを学び取ろうと、みんなで必死になっていた思い出があります。しかし、目先の受験の
ためだけに身につけた付け焼刃の知識は、受験が終わればすぐに忘れて使い物にならなくなって
しまいます。受験のテクニックを身につけたところで、物事をじっくりと考える力、この先の学
びに必要となる力は身につきません。受験のテクニックと学びは別物なのです。 
学びは、人間を成長させる役割を持っていると思います。生徒たちの成長につなげるために、
教師はどのような学びの場を提供することができるのでしょうか。これは私自身、ずっと考えて
いたことでもあります。「学び」と「遊び」を結びつけることは容易ではありません。しかし、学
びと成長が表裏一体の関係にあるのであれば、楽しく面白く勉強できるに越したことはないはず
です。そのためには、教師の側も生徒とともに学び、楽しみ、成長していく必要があるのだと思
いました。 
自分が目指す道の難しさについて、改めて考えさせられた一言でした。 
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